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著作権 

・本マニュアルに関する著作権はジャパンマイコンカーラリー実行委員会に帰属します。 

・本マニュアルは著作権法および、国際著作権条約により保護されています。 

 

禁止事項 
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・本マニュアルの一部または全部を改変、除去すること 
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責任の制限 
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に起因する損害が生じた場合でも、ジャパンマイコンカーラリー実行委員会はその責任を負いません。 

 

その他 

・本マニュアルに記載の情報は本マニュアル発行時点のものであり、ジャパンマイコンカーラリー実行委員会

は、予告なしに、本マニュアルに記載した情報または仕様を変更することがあります。製作に当たりまして
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1. 統合開発環境e² studioとは 

 

1. 統合開発環境 e² studio とは 
 e² studio（イースクウェアスタジオ）は、オープンソースの統合開発環境である Eclipse（Eclipse Foundation が提

供する統合開発環境）および C/C++開発をサポートするＣＤＴ（C/C++ Development Tooling）プラグインをベー

スとした統合開発環境です。Eclipse の強力なコード編集機能に加え、豊富な拡張機能を搭載。サンプルコード

のダウンロードからデバッグまで、すべての開発プロセスを統合開発環境 e² studio 一つで実行できます。 

 

 
▲統合開発環境 e² studio 

 

項目 内容 

動作環境 

・IBM PC/AT 互換機 

Windows® 10 (32 ビット版, 64 ビット版) 

Windows® 8.1 (32 ビット版, 64 ビット版) 

Windows® 7 (32 ビット版, 64 ビット版) 

 

・プロセッサ： 1GHz 以上（ハイパースレッディング，マルチコア CPU に対応） 

・メモリ容量： 推奨 2GB 以上。最低 1GB 以上（64 ビット版 Windows では 2GB 以上） 

・ハードディスク容量：空き容量 2GB 以上 

・ディスプレイ：1024×768 以上の解像度， 65536 色以上 

・インタフェース：USB2.0 

・Microsoft Visual C++ 2008 SP1 ランタイムライブラリ（注意 1） 

・Microsoft Visual C++ 2010 SP1 ランタイムライブラリ（注意 1） 

・Microsoft .NET Framework 4.0 *1 

 

注意 1．e² studio インストール時に一緒にインストールされます。 

対象マイコン 

以下のルネサスマイコン用の組み込みアプリケーション開発をサポートしています。 

 

RX ファミリ、RL78 ファミリ、RH850 ファミリ（注意 1）、RZ ファミリ、Renesas Synergy™ マイクロコ

ントローラ、SuperH Family (SH-2 and SH-2A) （注意 2） 

 

注意 1．デバッグのみ対応します。 

注意 2．e² studio V5.4.0 もしくはその以前のバージョンのみ SH Family をサポートします。 
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2. 統合開発環境 e² studio のダウンロード、インストール 
 

2.1 ホームページからダウンロードする前準備（MY Renesas 登録） 

 

 統合開発環境 e² studio は、ルネサスエレクトロニクスのホームページからダウンロードします。このとき、「MY 

Renesas」にユーザ登録しておくことが必要です。まだ、登録をしていない方はここで登録してください(無料です)。

ユーザ登録には、メールアドレスが必要です。 

 登録済の方は「ダウンロード」へ進んでください。 

 

1 

 

ルネサス エレクトロニ

クスのサイト 

 

https://www.renesa

s.com/jp/ja.html 

にアクセスします。 

 

○部の 

「ログイン」をクリックし

ます。 

 

2 

 

登録をクリックして、

登録手続きをしてくだ

さい。メールアドレスと

パスワードは、ファイ

ルをダウンロードする

ときに必要ですので

控えておいてくださ

い。 

 

ログイン 
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2.2 統合開発環境 e² studio のダウンロード 

 

1 

 

ルネサス エレクトロニクスのホームページ 

（ https://www.renesas.com/jp/ja.html ） を 開

き、「製品情報→開発ツール」をクリックしま

す。 

 

※または、下記のアドレスから直接ダウンロ

ードできます。 

https://www.renesas.com/jp/ja/software/

D4000383.html 

 

 

2 

 

「製品ラインアップ」をクリックします。 

 

3 

 

「関連製品をもっと見る」を

クリックします。 

 

4 

 

「統合開発環境 e2studio」

をクリックします。 
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5 

 

「インストーラをダウンロー

ド」をクリックします。 

 

 

6 

 

「 統 合 開 発 環 境

e2studio5.4.0 インストー

ラ（オフライン用）」をクリ

ックします。 

 

※ サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム

は、Ver5.4 に対応してい

ます。これ以外のバージョ

ンでは、ビルド時にエラー

となる場合があります。 

 

7 

 

ダウンロードをクリックしま

す。 

 

8 

My Renesas で登録したメ

ールアドレス、 

パスワード入力して、 

ログインをクリックします。 
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9 

 

注意事項が表示されま

す。同意する場合は、同

意するをクリックします。 

 

10 

 

保存をクリックします。 

 

11 

 

ダウンロードができました。 
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2.3 統合開発環境 e² studio のインストール 

 

1 

 

ダウンロードした統合開発環境 e² studio の 

イ ン ス ト ー ル フ ァ イ ル

「setup_e2_studio_5_4_0_015.exe」を実行しま

す(バージョンにより_5_4_0_015 部分は異なり

ます)。 

 

 

2 

はいをクリックします。 

 

3 

 

圧縮ファイルの解凍中です。しばらく待ちま

す。 

 

4 

 

次へをクリックします。 
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5 

 

次へをクリックします。 

 

6 

 

「RZ デバイス・サポート（ビル

ド、デバッグ、コード生成）」に

チェックを入れます。 

 

次へをクリックします。 

 

7 

 

「日本語言語パック」にチェック

を入れます。 

 

次へをクリックします。 

 

8 

 

次へをクリックします。 
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9 

 

「追加ソフトウェア」は、インター

ネットに接続できる環境がある

場合に表示されます。 

 

表 示 さ れ た 場 合 は 、 「 GCC 

ARM Embedded 4.9 2015q3」

にチェックを入れます。 

 

次へをクリックします。 

 

※表示されない場合は、別途

インストールします。後述しま

す。 

 

10 

 

「私はソフトウェア使用許諾を

承諾します」にチェックを入れ

ます。 

 

次へをクリックします。 

 

 

11 

 

次へをクリックします。 

 

 

12 

 

インストールをクリックします。 
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13 

 

インストールが開始されます。 

 

 

14 

 

 

 

15 

 

インストール途中で、「Windows 

セキュリティ」が表示される場合

があります。 

 

表示された場合は、すべてイン

ストールをクリックします。 

 

※複数回、表示される場合が

あります。 

 

16 

 

OK をクリックし、終了します。 
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2.4 GCC ARM Embedded のダウンロード 

「2.3 インストール」の手順 9 で、「GCC ARM Embedded 4.9 2015q3」が表示されなかった場合は、下記の手順

で「GCC ARM Embedded 4.9 2015q3」をダウンロードします。 

 

1 

 

ARM のホームページ 

（https://www.arm.com/）を開

き、「Resourceｓ」をクリックしま

す。 

 

※または、下記のアドレスから

直接ダウンロードできます。 

https://launchpad.net/gcc-ar

m-embedded/4.9/4.9-2015-q3

-update 

 

 

2 

 

「Arm Developer Site」をクリック

します。 

 

 

3 

 

「 TOOLS AND SOFTWARE 

→ Open Source Software → 

GNU Toolchain」をクリックしま

す。 
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4 

 

Arm GNU embrdded toolchain

をクリックします。 

 

5 

 

Downloads をクリックします。 

 

6 

 

「timeline of older releases on 

Launchpad」をクリックします。 
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7 

 

「4.9-2015-q3-update」をクリッ

クします。 

 

8 

 

「gcc-arm-none-eabi-4_9-2015

q3-20150921-win32.exe」をクリ

ックします。 

 

9 

 

保存をクリックし、ダウンロード

します。 

 

10 

 

ダウンロードができました。 

 

 

 

 



統合開発環境 e2 studio 操作マニュアル(RZ/A1H 版)  
2. 統合開発環境e² studioのダウンロード、インストール 

 

2.5 GCC ARM Embedded のインストール 

1 

 

GCC ARM Embedded の インストールファイル

「 gcc-arm-none-eabi-4_9-2015q3-20150921-

win32.exe」を実行します(バージョンにより

4_9-2015q3-20150921 部分は異なります)。 

 

 

2 

OK をクリックします。 

 

3 

 

次へをクリックします。 

 

4 

 

同意するをクリックします。 
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5 

 

インストールをクリックします。 

 

6 

 

インストール中です。しばらく待ちます。 

 

7 

 

完了をクリックし、終了します。 
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2.6 統合開発環境 e² studio を実行する 

 

1 

 

「e2 studio」を実行します。 

 

※デスクトップにショートカットがない場合は、

「 ス タ ー ト  →  す べ て の プ ロ グ ラ ム  → 

Renesas Electronics e2studio → e2studio」

を実行します。 

 

 

 

2 

ワークスペースのフォルダを変更

します。参照をクリックします。 

 

3 

 

「C ドライブ」を選択し、新しいフォルダの作成

をクリックします。 
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4 

 

新しいフォルダ名は、「Workspace」と入力しま

す。 

 

※既に、「Workspace」フォルダがある場合は、

既存のフォルダ名を別の名前に変更してから

作成してください。 

 

「Workspace」を選択し、OK をクリックします。 

 

 

5 

 

ワークスペースのディレクトリを

「C:\Workspace」に変更しました。 

 

OK をクリックします。 

 

6 

 

「Select all」にチェックを入れ、登録をクリックし

ます。 

 

7 

 

ＯＫをクリックします。 
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8 

 

「統合開発環境 e² studio」が立ち

上がりました。これでインストール

は、完了です。 

 

2.6.1 統合開発環境 e² studio のバージョンの確認 

 

1 

 

「ヘルプ → e2 studio について」をクリックし

ます。 

 

2 

 

□で囲んだ部分がバージョンです。 

 

確認が終わったら、ＯＫをクリックし、閉じます。 
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2.6.2 ツールチェインのバージョンの確認 

 

1 

 

「ヘルプ → Renesas ツールチェーンの追加」

をクリックします。 

 

2 

 

□で囲んだ部分がバージョンで

す。 

 

※チェックボックスにチェックが入

っていないとビルドができません。

チェックが入っていない場合は、チ

ェックを入れてください。 

 

確認が終わったら、ＯＫをクリック

し、閉じます。 
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3. Windows シリアルドライバーのダウンロード、インストール 
 

GR-PEACH（RZ/A1H）に対応したシリアル通信用 USB ドライバーのダウンロードとインストールをします。OS

が Mac と Linux 場合はドライバーのインストールが不要ですが、OS が Windows の場合はドライバーをインストー

ルする必要があります。ドライバーをインストールすると、GR-PEACH（RZ/A1H）を COM ポートとして認識しま

す。 

画像処理マイコンカーのサンプルプログラムは、TeraTarm などのターミナルソフトを使用した通信プログラムが

含まれているため、事前にインストールします。 

 

3.1 ドライバーのダウンロード 

1 

arm mbed のホームページ 

（https://www.mbed.com/en/）を開き、「Docs」

をクリックします。 

 

※または、下記のアドレスから直接ダウンロー

ドできます。 

https://os.mbed.com/docs/mbed-os/v5.14/t

utorials/windows-serial-driver.html 

 

2 

 

「Docs」を選択し、「Mbed OS」をクリックします。 
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3 

 

「Tutorials」をクリックします。 

 

4 

 

「Serial communication」をクリックします。 

 

5 

 

「Windows serial driver」をクリックします。 

 

6 

 

「Arm Mbed Windows serial port 

driver」をクリックします。 
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7 

 

保存をクリックします。 

 

8 

 

ダウンロードができました。 
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3.2 ドライバーのインストール 

1 

 

GR-PEACH（RZ/A1H）に対応したシリアル通

信用 USB ドライバーをインストールします。 

 

左図のように GR-PEACH と PC を USB ケーブ

ル（A – microB Type）で接続します。 

 

※GR-PEACH が接続されていない場合は、ド

ライバーをインストールすることができません。 

 

 

2 

GR-PEACH と PC を USB ケーブルで接続する

と自動でエクスプローラが起動し、「MBED」スト

レージが表示されます。 

 

今回は使用しませんので、「×」をクリックしてウ

ィンドウを閉じます。 

 

 

 

3 

 

※エクスプローラが自動で起動しない場合は、

「マイコンピュータ」を開いて確認することがで

きます。「MBED」ストレージが表示されていな

い場合は、認識できていません。 

 

認識できない場合は、 

① 別の USB コネクタに付け替える。 

② USB 給電では電流容量が足りない場合が

あります。他の電源を繋いでから USB を

接続してください。 

 

4 

 

Windowds シリアルドライバーのインストールフ

ァイル「mbedWinSerial_16466.exe」を実行しま

す(バージョンにより_16466 部分は異なります)。 

 

 

USB ケーブルで接続します 
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5 

 

Install をクリックします。 

 

6 

 

インストール中です。しばらく待ちます。 

 

7 

 

「Windows セキュリティ」が表示される場合があ

ります。表示された場合は、インストールをクリ

ックします。 

 

8 

 

Finish をクリックし、終了します。 
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3.3 COM ポートの確認 

Windows シリアルドライバーをインストールしました。COM ポートとして認識できているか確認します。 

 

1 

 

「PC」を右クリックし、「プロパティ」を開きます。 

 

2 

 

「デバイス マネージャー」をクリックします。 

 

3 

 

「ポート（COM と LPT）」を開

き 、 「 mbed Serial Port 

(COM4)」と表示されていれ

ば認識できています。 

 

※「(COM4)」の部分は、PC

によって異なります。 
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3.4 COM ポートが認識できない場合 

 

1 

 

認識できない場合は、「ほかのデバイス → 

不明なデバイス」となっていることがあります。 

 

この場合は、「不明なデバイス」を右クリックし、

「プロパティ」を開きます。 

 

2 

 

「ドライバー」タブを選択し、ドライバの更新をク

リックします。 

 

3 

 

「コンピュータを参照してドライバーソフトウェア

を検索」をクリックします。 
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4 

 

「コンピューター上の利用可能なドライバーの

一覧から選択します」をクリックします。 

 

5 

製造元の欄から「mbed」を選択し、モデル欄か

ら「mbed Serial Port」を選択します。 

 

次へをクリックします。 

 

 

 

6 

 

「ドライバーが正常に更新されました」と表示さ

れたら、閉じるをクリックし、終了します。 

 

 

7 

 

「ポート（COM と LPT）」を開

き 、 「 mbed Serial Port 

(COM4)」と表示されていれ

ば認識できています。 

 

※「(COM4)」の部分は、PC

によって異なります。 
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4. サンプルプログラムのダウンロード、インポート 
 

4.1 ダウンロード 

1 

 

マイコンカーラリー販売のホームページ 

（https://www2.himdx.net/mcr/index.asp）を開

き、「ダウンロード」をクリックします。 

 

※または、下記のアドレスから直接ダウンロー

ドできます。 

 

 

2 

 

「開発環境に関する資料」をクリックします。 

 

 

3 

 

「mbed_blinky_for_rza1h.zip」をクリックします。 

 

 



統合開発環境 e2 studio 操作マニュアル(RZ/A1H 版) 
4. サンプルプログラムのダウンロード、インポート 

 

4 

 

保存をクリックし、「mbed_blinky_for_rza1h.zip」

をダウンロードします。 

 

 

4.2 インストール 

1 

 

「mbed_blinky_for_rza1h.zip」を任意の場所に解

凍します。 

 

 

2 

 

「mbed_blinky_for_rza1h.exe」を実行します。 
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3 

 

展開をクリックします。 

 

※ 展 開 を ク リ ッ ク す る と 、 統 合 開 発 環 境

e2studio で イ ン ポ ー ト す る

「mbed_blinky_for_rza1h.zip」が「C:\workspace」

フォルダに展開されます。 

 

 

4.3 インポート 

1 

 

「e2 studio」を実行します。 

 

2 

 

ワークスペースのディレクトリが

「C:\workspace」フォルダになって

いることを確認し、OK をクリックし

ます。 
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3 

 

「Workbench」をクリックします。 

 

4 

 

「ファイル → インポート」をクリックします。 

 

5 

 

「 > 一般」を開きます。 
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6 

 

「既存プロジェクトをワークスペースへ」を選択

し、次へをクリックします。 

 

7 

 

「アーカイブ・ファイルの選択」を選

択し、参照をクリックします。 

 

8 

 

参照をクリックすると「Ｃ:\workspace」フォルダ

が開きます。 

 

「4.2 インストール」でインストールしたファイル

「mbed_blinky_for_rza1h_ImportFile.zip」を選択

し、開くをクリックします。 

 

※「C:\workspace」フォルダが開かない場合

は、直接ディレクトリを指定して開いてくださ

い。 
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9 

 

アーカイブファイルを選択すると、

プロジェクトに、インポートするプロ

ジェクトが表示されます。 

 

終了をクリックし、インポートしま

す。 

 

※プロジェクトに、インポートする

プロジェクトが表示されない場合

は、選択するアーカイブファイルが

間違っています。再度ご確認くださ

い。 

 

 

10 

 

プロジェクト「mbed_blinky_for_rza1h」のインポー

トができました。 

 

「>」をクリックすると、プロジェクトの中が表示さ

れます。 

 

 

11 

 

「main.cpp」ファイルが C ソースファイルです。 

 

「main.cpp」を開くと、エディタウィンドウにプログ

ラムが表示されます。 
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5. 統合開発環境 e² studio を使う 
 

5.1 統合開発環境 e² studio の画面構成 

 
統合開発環境 e² studio 

 

 

① プロジェク・エクスプローラ 

プロジェクト・エクスプローラは、すべてのプロジェクトおよびソースファイルを Windows エクスプローラと同様

のフォルダ階層として表示します。 

 

② エディタウィンドウ 

ファイルの編集をします。 

 

③ アウトランビュー 

アウトラインビューは、エディタで開かれているファイルの構造の概要を表示します。 

 

④ コンソール 

コンソールは、ビルド結果（ワーニングやエラー情報）を表示します。 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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5.2 ビルドをする 

1 

 

ビルド対象のプロジェクトを選択し、アクティブ

に設定します。 

 

今回は、「mbed_blinky_for_rza1h」を選択しま

す。 

 

太字がアクティブプロジェクトです。 

 

※プロジェクトが複数ある場合は、アクティブ

に設定したいプロジェクトを選択することで、簡

単に切り替えることができます。 

 

 

2 

 

ビルド対象のプロジェクトを選択し、右クリックし

ます。 

 

「プロジェクトのビルド」をクリックします。 

 

※ビルドは、 アイコンでもするこができま

す。ただし、アクティブプロジェクトがビルド対

象です。 

 

 

 

3 

 

ビルド中です。 

 

※初めて「プロジェクトのビルド」

をした場合、プロジェクトの内容

をすべてビルドするため、数分

～数十分程度かかります。ビル

ドにかかる時間は、パソコンのス

ペックによります。2 回目以降

は、数秒で終わります。 

 

4 

 

ビルドが終わりました。 

 

「mbed_blinky_for_rza1h.bin」が生

成されたら、ビルドは完了です。 

 

拡張子「.bin」ファイルがマイコン

に書き込むファイルです。 
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6. プログラムをマイコンに書き込む 
 

1 

 

「Debug」フォルダを開きます。 

 

「mbed_blinky_for_rza1h.bin」がマ

イコンに書き込むファイルです。 

 

※「mbed_blinky_for_rza1h」の部

分は、プロジェクト名が入りま

す。 

 

 

2 

 

「mbed_blinky_for_rza1h.bin」を選

択し、右クリックします。 

 

「コピー」をクリックします。 

 

3 

 

左図のように GR-PEACH とパソコンを USB ケ

ーブル（A – microB Type）で接続します。 

 

USB ケーブルで接続します 
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4 

 

GR-PEACH とパソコンを USB ケーブル（A – 

microB Type）を接続すると、「MBED」ストレー

ジが立ち上がります。 

 

※「MBED」ストレージが立ち上がらない場合

は、マイコンピュータから直接開いてください。 

 

 

 

5 

「MBED」ストレージ内で右クリックし、「貼り付

け」をクリックします。 

 

 

6 

 

ファイルのコピー中です。 

 

 

 

7 

 

ファイルのコピーが終わったら、「MBED」ストレ

ージが自動で閉じます。新しく「MBED」ストレ

ージが立ち上がったら、書き込みは終了です。 

 

※「bin」ファイルの書き込んでも、「MBED」スト

レージに「.bin」ファイルは表示されません。 
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8 

 

リセットボタンを押すと、プログラムが実行され

ます。 

 

※〇で囲んだ部分が「リセット」ボタンです。 
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